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自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年
度の目標

毎月定例で行うこと
で、参加しやすい体制
になっていると思いま
す。
継続して参加されるこ
とも大切と考えます
が、新たな参加者獲得
のために、周知啓発を
一緒に考えたいと思い
ますので、引き続き連
携して取組を進めてく
ださい。

毎月定例の四つ葉教室
では、開催時から定期
的に来られていたが状
態悪化等で来られなく
なるなど、長期間開催
していることで参加者
の変化も見られ始めて
いる。次年度の計画を
高齢者が関心のあるも
のや介護予防につなが
るものを企画し、参加
者の増加など活性化が
課題。
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定期的に介護予防教室
を実施され、参加者も
多く、継続することで
効果が出てくると思い
ます。
また、新たな参加者を
増やす工夫を考えてい
ただいているように、
より多くの市民が参加
できる内容や周知方
法、場所なども継続し
て検討いただきたい。

四つ葉教室は安定的に
開催できている。さら
に参加者等が増えるよ
う、内容や広報など工
夫していく。
老人会などから出前講
座等の依頼もされるよ
うになってきており、
コロナ禍前にかかわり
のあった場にも声掛け
していく。

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数（実件数）

個別の地域ケア会議では今
までも認知症のケースが課
題となっている。圏域の地
域ケア会議では、昨年度コ
ミュニティコーピングにつ
いての学びから、具体的取
り組みにつながる方法につ
いての検討につなげてい
く。
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介護予防教室

毎月定例の四つ葉教室は、
参加者が友人を誘われた
り、総合相談で対応した方
に紹介する等しており、３
０人程度参加している。今
年度も継続して開催し、新
しい参加者が増えるよう、
チラシの配布等啓発に努め
る。
コロナ禍で休んでいた地域
の集まりに対して、教室等
の提案をすることで地域に
負担のない形で再開のきっ
かけになるよう支援してお
り、引き続き働きかけてい
く。

出前講座

介護予防教室・出前講座以外の普及啓発活動

うち、他圏域との合同開催数

120

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
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うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数
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高齢者自身が前回の結
果と比較し、低下又は
向上した機能の気づき
に繋げていただいてい
ます。
自身の気づきに併せ
て、リハ職を活用する
などで、セルフマネジ
メントを促すような関
わりについても期待し
ます。

上記のうち総合事業につなげた件数

個別、圏域ケア会議と
もに概ね計画値通り実
施されています。
圏域ケア会議を実施す
ることで、新たな課題
の把握に繋がると思い
ますし、その課題の積
み重ねが重要と考えま
す。引き続きの実施を
お願いします。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ教室利用者数（委託）

リハ職派遣や元気はつ
らつ教室の活用が進ま
ない原因として、実際
に体験し理解する機会
がないためではないか
と考え、委託を受けて
頂けるよう包括でのサ
ポートに取り組んだ。
下半期では圏域内の居
宅包括連携会議を開催
し体験したケアマネ
ジャーの事例検討を行
うとともに、行政にも
ケアマネジャーの現状
を知って頂く機会を作
る事ができた。このよ
うな機会の継続が今後
も課題である。

圏域地域ケア会議では
移動の地域課題につい
て、バスやタクシーの
社会実験の情報共有や
シミレーションを行い
各校区の更なる課題を
抽出し、行政に意見を
届けた。参加者を見直
し新たな課題抽出に取
り組むことが課題。

自身の現状や介護予防
のポイントを知って頂
くため通いの場を中心
に基本チェックリスト
を行った。次年度も同
様に行い、高齢者自身
が昨年の結果と比較し
フレイル予防等のきっ
かけに出来るよう継続
した啓発が課題。

今年度の早い時期に、
地域のケアマネジャー
に対して、事業の変更
点などを伝える研修会
を実施してもらえたこ
とは助かりました。
圏域ごとなどで勉強会
や検討会を行うこと
は、理解を深めるには
重要と考えるため、引
き続き地域のニーズに
沿った実施を期待しま
す。

勉強会を活用して、元
気はつらつ教室やリハ
職同行訪問事業の理解
を深める取組を進めい
ていただきたい。

圏域の課題である移動
支援に対して、既存の
移動支援を活用しやす
いように情報整理及び
情報共有を圏域ケア会
議にて計画されている
ことが評価でき、効果
を期待しています。

基本チェックリスト実施件数

教室や通いの場等で基本
チェックリストを行い、高
齢者が自分の状態を把握し
介護予防の必要性を考える
機会とし、介護予防の取り
組み方を啓発する。

個別には認知症にかか
わる課題が多く、圏域
としては昨年度の取り
組みから見えた移動手
段の課題について、市
の事業を高齢者が活用
できるかの実証等を検
討している。

教室や自治会でチェッ
クリストを活用して自
分の状態をチェック
し、介護予防取り組み
の啓発を行った。そう
いった場で実施した方
の中からは総合事業に
はつながっていないた
め、引き続き周知に努
める。

基本チェックリストの
実施は、フレイル状態
の発見に繋がることと
併せて高齢者自身が自
身の状態像を把握でき
る普及啓発に繋がるた
め、引き続き積極的に
実施していただきた
い。
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当該年度活動実績に対する
市の講評

事例検討会

圏域内の居宅介護支援事業
所との連携会議では、「援
助を深める事例研究」の手
法を研修し事例検討を行
い、事例にかかわる情報や
時事問題等についても意見
交換やネットワークを構築
した。介護予防や元気はつ
らつ教室等の事業につい
て、研修や委託を通して引
き続き理解が深まるよう取
り組み、今後も引き続き研
修や情報共有していく。

１月に圏域内のケアマ
ネを対象に連携会議を
開催し、元気はつらつ
教室の理解促進を図っ
てもらえたことが良
かったです。
事例検討会が未実施の
ため、可能であれば残
りの期間で実施や来年
度実施に向けた検討を
行っていただきたい。
認知症の方の事例な
ど、様々な事例を取り
扱う必要はあると考え
るが、はつらつ教室の
利用者を増やすための
事例検討会の実施を期
待します。

研修会（法定外研修含む）

ネットワーク会議（圏域地域ケア会議以外の
医療・関係機関等との意見交換の場など））

当該年度実績

元気はつらつ教室利用者数（直持ち）

元気はつらつ教室終了後ケアマネジメントB
算定件数（３か月後／６か月後）

当該年度活動内容のまとめ
と課題

1

2

上半期の活動内容のまとめ
と課題

圏域内のケアマネ
ジャーの意向を踏ま
え、保険者が門真市に
なったことにより事業
の変更などについての
研修会を早期に開催し
た。各事業所の取り組
みについても情報交換
しネットワーク作りも
できた。元気はつらつ
教室については、セン
ターの新職員の経験や
理解を進めつつ、委託
することで委託先のケ
アマネジャーにも経験
と理解が広がるよう意
識しており、引き続き
後方支援していく。

上半期実績 上半期実績に対する市の講
評

門真市第4地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和６年度版）                                       

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和６年3月 39 192231

介護支援専門員の数 令和７年3月 31 185216

83.1%

資料4ｰ④



10 100 26 279 30 300 6 58 7 66 2

3 15 16 183 20 200 10 118 23 221 3

2 200 1 10 0 0 0 0

0 0 0 0 6 281

13 211 15 250 16 213 16 213

1 5 1 15 1 10 0 0 2 20 4

2 1 2 0 0 2

1 5 1 5 0 0 0 0 2

1 9 1 10 0 0 1 9

0 0 0 0

3 30 0 0 6 288

0 0 0 0

2 50 1 25 1 28 2 58

1 150 0 0

4 212 2 50 0 0 4 85

0 0 2 300

1 5 1 20 1 5 0 0 0 0 2

1 0 1 0 4 4

1 8 2 20 0 0 6 105

0 0 0 0

1 130 1 100 0 0 0 0

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

1 1 0 0 1 1
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今年度、初期チームに
ケース発動までの流れ
について、検討を行い
考え方の整理を行った
ため、引き続き積極的
にチーム発動に向けた
取り組みをお願いしま
す。
認サポからステップ
アップにつなげる仕組
みについてもよいと思
いますし、ステップ
アップから認カフェに
繋がる事例もあるかと
思います。

2か所立ち上がったこと
は、今まで住民の自主
性を啓発してきた結果
だと思います。
通いの場が立ち上がっ
ていない四宮校区を対
象に絞って次年度の活
動を決められているの
で、ＳＣと連携を図り
ながら、取組を進めて
いただきたい。
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10

2か所立ち上げに繋がっ
たことは、素晴らしい
と思います。リハ職派
遣やＳＣとの連携を行
いつつ、継続してもら
うための支援も引き続
きをお願いします。

認カフェの立ち上げや
ステップアップ講座に
ついては、実績がない
が、実施に向けて計画
的に取り組まれている
ため、残りの期間や次
年度に実施できること
を期待します。
ジュニアについても、
学校での実施以外にも
取り組めるところを検
討いただきたいと思い
ます。

新規に立ち上がった通いの
場や継続グループ共に、引
きつづき体力測定等で定期
的に関わり、活動を支援す
る。いきいき１００歳体操
以外の地域の集まりの活動
状況を把握し、教室開催等
を提案することで活動支援
していく。

認知症サポーターステップアップ講座

うち、他圏域との合同開催数

ボランティア等養成及び活動支援

うち、他圏域との合同開催数

1

認知症サポーター養成
講座を９月に計画され
ているように、今年度
の計画を達成できるよ
うに実施をお願いしま
す。
ジュニアについても、
学校での実施をキャラ
バンメイト連絡会で検
討を進めていますが、
子供とその親（祖父
母）を対象とした認知
症サポーターの実施な
ども検討いただきた
い。

ナーシングホーム智鳥
を活用し第５包括と共
同開催で認知症見守り
教室を四半期１回開催
した。集いの場の少な
い地域課題を解消し見
守りのある地域づくり
を進めていく。要介護
認定後も支援に直ぐに
つながらない場合等の
介護者家族の健康や経
済的な相談にも意識的
に対応した。学校等へ
のサポーター養成講座
の提案が課題。

通いの場の立ち上げと
継続に努めることがで
きた。長期間継続して
いる場には、今年度か
らチェックリストの実
施・認知症サポーター
養成講座・フォロー
アップ講座を計画的に
提案し、活性化を図る
こととしている。

体力測定にリハ職派遣
ができるようになり、
書面から対面になった
利点を生かせるよう、
リハ職との打ち合わせ
や依頼を丁寧に行って
いく。

9月に認知症サポーター
養成講座を3回・認知症
見守り教室を1回企画し
ている。サポーター養
成講座のテキストが大
幅に変わったため、パ
ワーポイントや誰でも
講座ができる原稿作り
などに取り組んでい
る。自センター企画以
外の講座にもキャラバ
ンメイトの職員を派遣
するなど、他のメイト
との協力にも努める。

家族それぞれの事情に
合わせた介護ができる
よう、勤務調整や転送
電話など、相談の方法
や時間など臨機応変な
対応に努めている。
認知症の相談も多く、
地域で暮らし続けらえ
るよう認知症サポー
ター養成講座の開催と
フォローアップ研修を
セットにして計画的に
開催する。

通いの場が増えたことで、
総合相談や元気はつらつ教
室終了者をつなぐことがで
きるようになってきてお
り、通いの場が活発に維持
されるよう、体力測定でリ
ハ職派遣等によって直接ア
ドバイスしていただき、活
動継続の支援や参加者の意
欲向上を図る。

通いの場への専門職（リハ職等）派遣（派遣
回数と通いの場の人数）

ボランティア等養成及び活動支援

うち、他圏域との合同開催数

地域包括支援センターが関わりのある通いの
場の数と参加者数

年度内に立ち上げた通いの場数と参加者数

認知症初期集中支援チーム発
動件数

認知症カフェ（立上及び開催
支援）
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1

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

2

認知症サポーター養成
講座を実施後、ステッ
プアップ講座も受講す
る仕組みは積極的に実
施、継続をしていただ
きたい。

年度初めに通いの場の
立ち上げが２か所でき
た。市民が自主的に立
ち上げを希望されるよ
う、次年度も立ち上
がっていない四宮校区
を中心に日ごろからの
啓発などいわゆる種ま
きを行っていく。

通いの場にリハ職の方
が出務いただけるよう
になってきているた
め、各団体の意欲向上
や活動内容の拡大など
に繋がるように積極的
に活用をお願いしま
す。

いきいき100歳体操以
外の集まりの場の把握
を行い、出前講座や認
知症サポーター養成講
座など会の活性化や連
携強化のための関わり
を増やすことが課題。

昨年度は、門真市社会福祉
協議会の福祉事業の一環と
して認知症サポーター養成
講座を中学生向けに開催
し、座学と高齢者体験を組
み合わせ、市内のキャラバ
ンメイトや他包括の協力も
得て他の中学校でも活用で
きるメニュ―を作ることが
できた。今後も様々な学校
に広がっていくよう啓発し
ていく。

認知症カフェ立ち上げ
に向けて、見守り教室
やその後の方針までを
計画していることは評
価できます。
参加者の反応次第な部
分もありますが、立ち
上げに向けて住民への
促しや、必要に応じて
事業所等も巻き込むと
も意識していただきた
い。

認知症初期集中支援
チームは活用検討中に
医療につながる等の進
捗があり発動に至らな
かった。認知症サポー
ター養成講座受講者の
把握管理が出来ずフォ
ローアップの対象者が
絞れなかったが、今年
度計画的な開催体制が
作れ、次年度も継続す
る。第５包括との共同
開催認知症見守り教室
から認知症カフェにつ
いても検討する。

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応した件数（計
画の記載は不要）

（特定の対象者による
相談を除き）閉所時間
相談52件、閉所日相談
29件。

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発（家族介護教
室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発（認知症見守り
教室）

1 5

認知症サポーター養成講座
(ジュニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一般)

介護者家族交流会(立上及び開
催支援）

介護者家族健康相談

2 10
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通いの場の開催支援

認
知
症
総
合
支
援
事
業

就労や遠方に住んでいる等
の事情のある家族をはじ
め、家族介護相談を臨機応
変に対応できるよう、引き
続き日曜祝日・夜間の転送
電話や訪問対応をしてい
く。
認知症サポーター養成講座
を引き続き開催しつつ、次
年度にはフォローアップ研
修をセットにして企画する
等、受講しただけにならな
いよう工夫する。

高齢福祉課に認知症初期集中支援チームの発動相談のケースがあったが、
医療機関等にすぐにつながったため発動に至らなかった。

門真第５地域包括支援センターと共同で認知症見守り教室を開催しており、
その教室を認知症カフェに移行できるように支援をしている。

既存の介護者家族の会に、必要な方をつなげる支援を行っている。

認知症サポータ養成講座（ジュニア）は自法人の職員の子どもに向けての
開催を検討している。


